
H28.1.16 市民参加型まちづくり１％システム実践セミナー 

市民文化スポーツ部 市民協働政策課 
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○個人市民税の１％相当額を財源 

【平成２７年度予算：３,000万円】 

○市民自らが実践する 

    まちづくり活動・地域づくり活動 

支援 

●平成２３年６月より実施  
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【応募できる団体】 

  次の要件を全て満たしている団体 

 ① 構成員が５人以上であること。 

 ② 主に市内を活動拠点としていること。 

 ③ 組織の運営に関する規則（規約・会則等） 

  を有していること。 

 ④ 継続的かつ計画的に事業を行うことが可能で 

  あること。 

  ※ 既存の団体のほか、新たに組織する団体も対象 
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【補助の対象となる事業】 

  地域の課題解決や活性化を目的に実施する 

 公益性のある事業で、次の要件を全て満たし 

 ている事業 

 ① 原則として市内で実施される事業 

 ② 継続可能な事業 

 ③ 住民又は構成員の労力提供等がある事業 

 ④ 補助金の交付決定があった年度内に完了  

  する事業 
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【対象外事業】 

  次のいずれかに該当する事業は、対象外 

 ① 営利を目的とする事業 

 ② 特定の個人や団体が利益を受ける事業 

 ③ 政治、宗教又は選挙活動を目的とする事業 

 ④ 市の他の補助金の交付を受け、又は受ける見 

  込みである事業 

 ⑤ 国・県及びその他の機関から補助金を受け、 

  又は受ける見込みである事業 

 ⑥ 市との共催の事業 

 ⑦ 法令、条例等に違反する事業 

 ⑧ その他公序良俗に反する事業 
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【補助の対象となる経費】 

  対象事業を実施するために直接必要な経費で、

次に定める項目 

項  目 対象となる経費 

講師等謝礼 外部講師や専門的技術を有する協力者への謝礼等 

交通費 講師等への交通費・宿泊費 

消耗品費及び原材料費 事業実施に直接必要な消耗品費・原材料費 

食糧費 
事業実施に直接必要な食糧費（実施日当日分のみ） 
 ※ 支給要件及び上限額あり 

燃料費 作業等に必要な機材、車両等の燃料費 

印刷製本費 ポスター・チラシ、資料等の印刷代・コピー代等 

通信運搬費 事業実施の周知・連絡等に要する郵便料等 

保険料 事業実施に係る参加者等の保険料 

使用料及び賃借料 事業に要する会場使用料、車両・機械等の借上料 

その他 審査委員会の意見を聴いて市長が適当と認めたもの 
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【主な対象外経費】 

 ① 団体の維持及び運営に係る経費 
 ② 団体構成員に対する人件費及び謝礼 
 ③ イベント・大会等の参加者に対する記念品・  
  参加賞の経費 
 ④ 懇談会や慰労会等の飲食代 
 ※ 領収書がないなど使途が不明なものは対象外 

【補助金の額】 

  次のいずれか少ない額とし、原則５０万円を 
  上限（千円未満の端数切捨て） 
 ① 補助対象経費の９０％以内の額 
 ② 事業の支出総額から収入 
    （参加費、協賛金等）を除いた額 
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【事業の募集期間・実施期間】 

  事業募集は、１年度３回/28年度は次のとおり 

 ①事業実施期間：平成28年４月１日～平成29年３月31日 

  １次募集期間：平成28年１月4日～２月10日 

 ②事業実施期間：平成28年７月１日～平成29年３月31日 

  ２次募集期間：平成28年４月4日～５月6日      

 ③事業実施期間：平成28年10月１日～平成29年３月31日 

  ３次募集期間：平成28年７月4日～８月5日 

！ ！ 各募集期間の前に事前相談期間を設けていますので、 
ご活用ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
11 



事
前
質
問 

・
回
答
等 

12 

事
業
申
請
書
の
提
出 

 

公
開
プ
レ
ゼ
ン 

審
査
結
果
通
知 

（
採
択
・
不
採
択
） 

 

事
業
実
施 

 

補
助
金
交
付
額
確
定 

公
開
審
査
会 

１％システム審査委員会 

補助金概算払請求 

補
助
金
の
交
付
申
請 

精
算 

【応募から事業完了までの流れ】 

事
業
採
択 

補
助
金
交
付 

補助金概算払 

交付決定額80％以内 

（
事
前
相
談
） 

（
書
類
修
正
等
） 

➊ ➋ 

➌ ➍ 
補
助
金
の
請
求 

実
績
報
告
書
の
提
出 

交
付
決
定 

➎ ➏ 

１ 

２ 



● ● ● 

代表名は、規約や名簿などに書かれている 
「役職」も含めて記入してください。 
（例：町会長、委員長、代表…など） 
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チェックを忘れずにお願いします！ 
団体をＰＲしたい人はぜひ「承諾します」へ。 

●●●●●●●●●●●●（事業名を記入） 

＜事業申請書＞ 

●●●●●●●●●●●● 

●●●●●●● 

●● ●●●●● 印 

「代表印」を押してくださ
い。「団体の印」では受理
できません。 
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【審査項目】 
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＜事業企画書＞ 

●●●●●●●●●●●●（事業名を記入） 

●●●●●●●●（団体名を記入） 

▲▲▲▲▲▲ 

●● ●● ●● ●▲  ● ▲▲ 

●●●● 
●●● 

●● 

事業実施期間 
準備期間や後処理期間
（支払いや事業の報告
会など）を含みます。 
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＜事業企画書＞ 

16 

「審査の視点」を意識して、 
きっかけ➡目的➡対象となる人➡内容・方法 
 
の流れがわかるように記入するのがポイント
です。 
※目的を達成するために、この対象者や方法
に矛盾がないかチェックしてください！ 



＜事業企画書＞ 

●●月●●日 

◎◎◎人 

支払完了 

事業実施の期間開始予定日 

事業実施の期間終了予定日 

▲月●▲日 ●●開催 
 ◎時～ △△△ 
 ○時～ ○○○ 

１日にスケジュールがたくさんあるようなイベントな
どは、詳しいタイムスケジュールを記入 

●月▲▲日 

打ち合わせ 

目標とする参加者の数 
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・効果が限定的なものになっていませんか？ 
・目的と合っていますか？ 



＜事業企画書＞ 

●● 

整備事業・祭りなどのイベント開催の事業
は保険に加入してください。 

現時点でのお考えを 
記入してください。 
※必ずこの年まで申請 
しなければならないと 
いうことではありません。 
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・「自立」して事業を行っていくために、資
金や経費のかけ方の工夫など 
・事業の展開していく方向性など 



＜収支予算書＞ 

なるべく 
単位まで記入 

講師を招く日付や、購入・賃借した 
ものの用途などを記入してください。 
対象外経費には「対象外経費」と明記
してください。 

★具体的な予算組みになっている？ 
  ➡事業を実施するときのことを 
    しっかり思い描いて事業実施に 
    直接必要な経費を計上してください。 
 
★１品目 ５万円以上のものは 
  見積もり書も添付してください。 
 

①具体的に必要な経費を、 
「３ 支出内訳書」に記入する。 
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＜収支予算書＞ 

②各区分の合計額を算出 
 
③支出合計を算出 
 
④摘要欄に補助対象額を記入 
 
⑤支出合計を記入し、同じ額を 
収入合計にも記入 
 
※参加費や協賛金など、 
収入がある場合は、 
「１ 収入」の各欄に記入 
（算定の根拠を摘要欄へ） 
 

対象外経費があれば、その額
を記入します。 

支出内訳書の各区分の 
合計額を記入します。 

●●●円×▲▲人 ●●●● 

▲▲▲▲▲▲ 

▲▲▲▲▲▲ 20 



＜収支予算書＞ 

（支出合計－対象外経費）×０．９≒●●●●●●円 

支出合計－（参加費や協賛金の合計）≒▲▲▲▲▲▲円 

 ①と②のうち、少ない額が申請額です。 

⑥補助金額を算定 
 
⑦団体会費を記入 

▲▲▲▲▲▲ 

 算定額を「補助金」の欄に記入。 

収入合計から、補助金（ある場合は、参
加費や協賛金などの収入）を引いた額が、
団体会費（＝団体の負担額）です。 

※収入がない場合は記入不要 
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【公開プレゼンテーション・公開審査会】 

 ・プレゼンテーション＝７分 

 ・質疑応答＝８分 

 ・公開審査＝２０分 

 ※プレゼン省略＝事務局説明・公開審査で１５分 

  
  
 ① 書類に書かれていないけれど伝えたいことを話す 

  ② 事業の要点を話す 

   ➡ 自分たちがやりたいことを知ってもらう 

   
22 

プレゼン・公開審査はコミュニケーションの場 
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（件） （円） 



25 

【採択事業の紹介①】 

 事業名 放棄地の環境整備と美化（史跡里山環境美化）活動 

                     ／乳井町おこし協力会 

 事業目的 自然と史跡を生かした里山の復活 

 事業概要 乳井町会内の史跡である茶臼舘、ホタルが集まるため池 

      の沿道整備、ホタルの鑑賞会等の実施 

 実施方法 こども会や消防団、老人クラブ等の参加を得ながら実施 

 事業効果 地域への愛着心 

      ➤  次世代へ繋がる活動 

       ➤ 地域力の向上 

これまでの実績 
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【採択事業の紹介②】 

 事業名 大仏公園紫陽花まつり／石川町会 

 事業目的 大仏公園の紫陽花まつりを広く発信 

 事業概要 石川町会内にある大仏公園で、7月に行っている紫陽花 

      まつりを周知し、特別イベントで紙ひこうき大会やジャ 

      ズコンサートを実施 

 実施方法 町会役員を中心に公園内の見回りを行い、安全面に配慮    

      しながら、クイズや俳句・短歌の募集などを実施 

 事業効果 地域交流の活発化 

      弘南電鉄の利活用 

     

これまでの実績 
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【採択事業の紹介③】 

 事業名 南城西町会加入と活動参加促進のためパンフレット 

     「みなみな南城西っ！！」製作事業／南城西町会 

 事業目的 老若男女、誰でも町会活動に参加しやすい空気の醸成 

 事業概要 楽しく読みやすいパンフレットを作成し、PR 

 実施方法 町会有志のWGで取材し、原稿作成 

 事業効果 加入世帯の増加 

      ➤  町会活動の活性化 

      ➤ まちづくり、防災意識や連帯感の向上 

これまでの実績 
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【採択事業の紹介④】 

 事業名 石渡町会ふれあいの集いと自主防災訓練／石渡町会 

 事業目的 健康に対する意識と防災意識の向上 

 事業概要 健康体操、防災冊子作成 

 実施方法 毎年行われている「ふれあいの集い」で、健康体操の実施や、   

      作成した冊子をもとに防災の講話・避難誘導訓練の実施 

 事業効果 防災意識の向上、隣近所との助け合いへの意識づけ 
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【採択事業の紹介⑤】 

 事業名 過疎地域スポーツ推進事業「スポーツゲンキッズ教室」 

              ／特定非営利活動法人 スポネット弘前 

 事業目的 スポーツに親しむこと、スポーツを通してのコミュニケー 

      ション能力の向上 

 事業概要 運動をする環境が整っていない地域の子どもたちのために、 

      スポーツ教室を行う。  

 実施方法 その地域に出向いて、定期的にさまざまなスポーツ教室を 

      開催する。 
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【採択事業の紹介⑥】 

 事業名 弘前城リレーマラソン 

       ／特定非営利活動法人 スポネット弘前 

 事業目的 健康増進、多世代交流の促進、地域の活性化等 

 事業概要 チームがタスキリレーで、42.195kmの完走を目指す 

      リレーマラソンを実施 

 実施方法 参加対象は、子どもから高齢者まで幅広くし、運営は、他   

      団体との連携を図るとともに、ボランティアを募集 

 事業効果 弘前公園の有効活用・健康づくりへの意識向上 

これまでの実績 



これまでの実績 

【採択事業の紹介⑦】 

 事業名 弘前市民の森で元気になろう／弘前市民の森の会 

 事業目的 健康と生きがいづくり、多世代交流の促進 

 事業概要 自然環境に恵まれている「市民の森」で、森林療法や園芸 

      療法の体験等や健康相談を兼ねたセミナー等を実施 

 実施方法 チラシやポスター広報等で広く参加者を募集し、ボラン 

      ティアとして参加している学生と高齢者との世代間交流 

      を図る 

 事業効果 高齢者の生きがいづくり・健康増進 
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【採択事業の紹介⑧】 

 事業名 ふくろうと共存するりんご生産における農業の新展開 

     ／ふくろうの会 

 事業目的 りんご農園にふくろうの棲める環境をつくる 

 事業概要 ねずみの天敵であるふくろうは、りんご農家にとって 

      有益な鳥であるため、巣箱をりんごの木に設置し、 

      ふくろうが増えやすい環境を整備 

 実施方法 弘前大学の協力のもと、巣箱を設置し調査を行う。      

 事業効果 ふくろうの生育が確認 

これまでの実績 



弘前市 市民文化スポーツ部 市民協働政策課 市民協働係 
◀お問い合せ先▶ 
〒036-8551 弘前市大字上白銀町１－1 市役所新館２階 
電話 0172－40－7108 ＦＡＸ 0172－35－7956 
E メール shiminkyoudou@city.hirosaki.lg.jp 

いつでも 
ご相談ください！ 


